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第
一
旧

回
総
会
一

要
望
・
意
見
多
数
、
活
発
な
討
議

活
動
報
告
・
方
針
な
ど
を
決
め
る

　

日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
の
第

十
九
回
総
会
は
、
六
月
六
日
に
束
京
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、
岸
上
武

志
氏
（
全
腎
協
）
、
福
岡
康
人
氏
（
心

臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会
）
を
議
長
団

に
選
出
。
評
議
員
定
数
百
三
十
六
名
、

出
席
評
議
貝
百
二
十
三
名
（
内
、
委
任

状
四
十
九
名
）
で
総
会
成
立
を
宣
言
。

活
動
報
告
、
決
算
、
会
計
監
査
報
告
の

提
案
を
受
け
、
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。

　

透
析
患
者
も
有
料

　
　

年
金
生
活
で
支
払
い
困
難

質
問

　

国
会
請
願
が
不
採
択
と
な
っ
た

理
由
は
何
か
。

答
弁

　

昨
年
ま
で
は
、
事
前
に
政
党
と

の
意
見
訓
整
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
年

か
ら
政
沢
と
の
事
前
調
整
か
無
く
な

り
、
各
議
員
の
判
断
に
変
わ
っ
た
。
不

採
択
の
理
由
は
今
後
調
査
し
た
い
が
、

採
択
さ
れ
る
請
願
は
極
め
て
少
な
い
現

状
。

意
見

　

大
阪
で
は
、
透
析
患
者
も
有
料

と
な
っ
た
。
年
金
生
活
で
、
医
療
費
の

支
払
い
が
困
難
。
明
日
の
国
会
請
願
で

は
、
こ
の
点
を
強
く
言
い
た
い
。

意
見

　

小
児
糖
尿
病
は
2
0
歳
過
ぎ
て
も

治
ら
な
い
。
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
欠
乏
患
者

は
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
打
た
な
け
れ
ば

死
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
患
者
は
、

障
害
者
の
該
当
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
も
し
も
無
理
な
ら
ば
、
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
だ
け
で
も
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
。

答
弁

　

県
単
事
業
の
打
ち
切
り
が
続
い

て
お
り
、
県
雌
連
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
が
。
層
増
し
て
い
る
。
小
児
糖
尿

病
は
、
今
後
、
身
体
障
害
者
の
該
当
を

求
め
る
運
動
や
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
だ
け
で

も
認
め
さ
せ
る
運
動
を
展
開
し
た
い
。

協
力
会
員
の
拡
大
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
財
政
の

確
立
に
と
っ
て
重
要
。
厚
生
年
金
病
院

の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
情
報
を
集
中
し
て
反
対
運
動
を
。

就
労
問
題
の
調
査
・
研
究
会
が
新
た
に

発
足
し
か
。
雇
用
管
理
の
研
究
会
で
は

あ
る
が
、
難
病
患
者
の
就
労
問
題
も
や

っ
と
勁
き
は
じ
め
た
。
北
海
道
難
病
連

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
内
容
を
掲
載
し
た

の
で
、
ご
憲
見
を
。

　

方
針
・
予
算
で
十
人
が
発
言

　

こ
の
後
、
議
長
が
拍
手
で
の
承
認
を

求
め
、
拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
、
活
動
方
針
、
予
算
案
の
質
疑
応

答
で
は
、
十
人
の
評
議
員
が
発
言
。
討

論
の
後
に
、
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

｡闘奈邨の11１
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二
〇
〇
三
年
度
活
動
報
告

（
骨
子
）

　

（
一
）
は
じ
め
に

　

日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、
全
面
的

な
後
退
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

原
因
は
、
「
医
療
や
福
祉
に
も
自
由
競

争
に
よ
る
市
場
経
済
理
論
の
導
人
を
」

と
い
う
構
造
改
革
路
線
に
よ
る
制
度
の

見
直
し
で
す
。
こ
の
も
と
で
、
特
定
疾

患
対
策
の
見
直
し
、
入
院
患
者
の
病
院

か
ら
の
追
い
出
し
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

（
二
）
難
病
対
策
の
見
直
し

　

八
月
七
日
、
「
難
病
対
策
見
直
し
に

関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
、
疾
病
対

策
課
と
の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

主
な
内
容
は
、
①
更
新
手
続
き
が
間
に

合
わ
な
い
場
合
の
対
応
検
討
を
、
②
生

計
中
心
者
は
、
本
人
申
請
を
基
本
に
、

③
所
得
階
層
の
記
載
や
提
出
書
類
は
、

必
要
最
低
限
に
、
④
重
症
認
定
患
者
に

所
得
の
証
明
や
階
層
記
載
を
求
め
な
い

こ
と
、
⑤
災
害
等
に
よ
る
所
得
の
著
し

い
変
動
に
、
失
業
や
病
気
を
含
め
る
こ

と
な
ど
を
要
求
。
九
月
二
十
九
日
、
更

新
手
続
き
が
問
に
合
わ
な
い
こ
と
が
判

明
、
具
体
的
な
救
済
を
求
め
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
各
都
道
府
県
へ
の
通
知
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
更
新
後
の

影
響
調
査
」
を
実
施
し
、
三
月
五
日
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
も
と
づ
き
、
厚
生

労
働
省
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
一

年
間
の
主
な
成
果
は
、
更
新
手
続
き
に

間
に
合
わ
な
い
患
者
の
救
済
措
置
を
実

施
さ
せ
た
こ
と
、
生
計
中
心
者
認
定
を

原
則
本
人
申
請
通
り
と
さ
せ
た
こ
と
、

災
害
や
離
職
者
を
減
免
措
置
の
対
象
に

含
め
る
こ
と
の
徹
底
を
図
る
と
約
束
さ

せ
た
こ
と
、
今
後
の
更
新
で
は
、
早
め

の
受
付
を
確
認
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
一

方
、
「
重
症
認
定
患
者
に
不
必
要
な
所

得
証
明
の
提
出
を
求
め
な
い
こ
と
」
は
、

引
き
続
き
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
）
小
慢
対
策
の
見
直
し

　

三
月
十
日
、
母
子
保
健
課
長
は
、
「
新

た
な
小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策
」
を
説

２

明
。
①
児
童
福
祉
法
に
根
拠
規
定
を
設

け
制
度
の
安
定
化
を
図
る
、
②
対
象
疾

患
を
現
行
の
十
疾
患
群
、
四
八
八
疾
患

を
、
十
一
疾
患
群
、
五
一
〇
疾
患
に
増

や
す
、
③
一
定
の
基
準
で
、
対
象
者
の

重
点
化
を
図
る
、
④
全
て
の
疾
患
群
で

通
院
も
対
象
と
す
る
、
⑤
新
規
認
定
は

十
八
歳
未
満
だ
が
、
改
善
が
見
ら
れ
な

い
場
合
は
、
二
十
歳
未
満
ま
で
対
象
と

す
る
、
⑥
階
層
区
分
に
よ
る
負
担
限
度

額
を
設
定
す
る
、
と
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
又
、
そ
の
他
の
改
善
点

で
は
、
①
保
健
所
等
で
の
相
談
事
業
や

車
椅
子
、
特
殊
寝
台
、
入
浴
補
助
具
な

ど
日
常
生
活
用
具
給
付
（
十
三
品
目
）

の
新
規
事
業
実
施
、
②
事
業
評
価
の
実

施
、
③
今
年
の
予
算
額
を
三
十
一
億
五

千
万
円
増
額
（
百
二
十
八
億
二
千
万

円
）
、
④
事
業
開
始
は
、
平
成
十
六
年

十
月
（
児
童
福
祉
法
改
正
が
継
続
審
議

と
な
っ
た
た
め
実
施
時
期
が
延
期
）
、

⑤
対
象
疾
患
追
加
が
、
三
十
疾
患
程
度
、

除
外
が
十
疾
患
程
度
と
の
説
明
で
し

た
。
こ
の
一
年
間
の
取
り
組
み
で
は
、

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会
や
全

腎
協
な
ど
の
母
子
保
健
課
へ
の
要
請
行

動
、
各
政
党
の
国
会
で
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
、
「
対
象
の
重
点
化
≒
費

用
徴
収
≒
除
外
さ
れ
る
疾
患
≒
二
十
歳

以
降
の
医
療
費
助
成
」
な
ど
に
対
す
る

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

（
四
）
全
国
患
者
・
家
族
集
会

　
　
　

と
政
党
と
の
意
見
交
換

　

二
月
十
五
日
、
「
ど
う
な
る
Ｉ
・
医
療

制
度
・
難
病
対
策
の
ゆ
く
え
」
を
テ
ー

マ
に
、
全
難
連
と
共
催
で
、
全
国
患
者

・
家
族
集
会
を
開
催
。
日
本
医
師
会
と

の
連
携
を
模
索
し
、
「
難
病
対
策
の
今
後

の
展
望
」
と
い
う
演
題
で
、
難
病
担
当

の
理
事
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

分
科
会
は
、
「
医
療
制
度
改
革
と
は
≒
医

療
制
度
改
革
が
あ
た
え
る
患
者
へ
の
影

響
」

　

「
難
病
対
策
見
直
し
の
影
響
調
査

と
実
態
」
の
テ
ー
マ
で
、
報
告
と
討
論
。

翌
日
は
、
難
病
対
策
基
本
法
、
児
童
福

祉
法
、
障
害
者
基
本
法
を
テ
ー
マ
に
「
政

党
と
の
意
見
交
換
」
を
実
施
、
各
政
党

の
主
張
に
対
し
、
率
直
な
意
見
交
換
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

（
五
）
第
十
九
回
総
会

　
　
　

と
国
会
請
願
行
動

　

第
十
八
回
総
会
は
、
昨
年
六
月
二
日

に
開
催
さ
れ
、
活
発
な
討
論
の
後
に
、

仝
議
案
を
拍
手
で
承
認
。
翌
日
の
国
会

｡||･參の佃1闇2004 － 9

請
願
行
動
は
、
署
名
数
七
九
七
、
〇
三

　

び

四
策
紹
介
議
員
百
十
二
名
で
提
出
し

　

卵
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ま
し
た
が
、
審
議
未
了
に
よ
る
不
採
択

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

（
六
）
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

と
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

　

難
病
対
策
見
直
し
の
中
で
、
難
病
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
が
、
平
成
十

五
年
度
か
ら
「
概
ね
三
ヵ
年
」
で
各
都

道
府
県
事
業
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
「
相
談
」

事
業
を
公
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
中
で
、
画
期
的
な
こ
と
で
す
。
昨

年
六
月
二
十
六
日
、
全
国
難
病
セ
ン
タ

ー
研
究
会
設
立
総
会
を
開
催
。
各
政
党
、

医
師
会
、
患
者
団
体
、
医
療
関
係
者
を

幅
広
く
結
集
し
、
事
務
局
長
に
伊
藤
Ｊ

Ｐ
Ｃ
代
表
幹
事
、
事
務
局
は
北
海
道
難

病
連
が
担
当
。
第
１
回
研
究
大
会
が
十

月
十
一
日
～
十
二
日
札
幌
市
、
第
二
回

研
究
会
が
三
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日

川
崎
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一

年
間
の
成
果
は
、
研
究
会
を
超
党
派
、
研

究
会
の
先
生
を
含
め
、
医
療
関
係
者
や

患
者
会
を
幅
広
く
結
集
し
立
ち
上
げ
、

設
立
総
会
を
含
め
て
三
回
も
の
全
国
集

会
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

今
後
、
セ
ン
タ
ー
事
業
と
研
究
会
を
連

動
さ
せ
る
う
え
で
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
方
針
、

県
難
連
の
情
報
交
換
や
取
り
組
み
、
組

織
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い
課
題
で
す
。

　

（
七
）
肝
炎
訴
訟

　

一
月
十
六
日
、
札
幌
高
等
裁
判
所
は
、

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
国
の
責
任
を

認
め
、
感
染
原
因
が
集
団
予
防
接
種
に

あ
る
と
の
、
画
期
的
な
判
決
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
判
決
は
、
原
告
の
み
な
ら

ず
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
社
会
的

救
済
へ
道
を
開
く
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ

は
、
原
告
や
弁
護
団
、
支
え
る
会
、
日

本
肝
臓
病
患
者
団
体
協
議
会
と
連
盟

で
、
「
上
告
し
な
い
こ
と
」

　

「
速
や
か

な
肝
炎
患
者
の
恒
久
対
策
を
講
じ
る
こ

と
」
を
柱
と
す
る
要
望
沓
を
提
出
し
ま

し
た
。
今
後
、
各
地
の
薬
害
肝
炎
訴
訟

も
含
め
、
関
係
団
体
と
協
力
し
、
全
国

的
な
運
動
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　

（
八
）
無
年
金
障
害
者
問
題

　

三
月
二
十
四
目
、
東
京
地
方
玖
判
所

は
、
学
生
時
代
に
重
い
障
害
を
負
っ
た

元
大
学
生
が
、
当
時
任
意
加
入
だ
っ
た

国
民
年
金
の
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
障
害
基
礎
年
金
を

不
支
給
と
さ
れ
た
裁
判
で
、
原
告
一
人

に
不
支
給
処
分
の
取
り
消
し
、
三
人
に

慰
謝
料
の
支
払
い
を
国
に
命
じ
ま
し

た
。
今
回
の
判
決
は
、
制
度
の
谷
間
に

ﾄ31
置
か
れ
た
無
年
金
障
害
者
の
救
済
に
道

を
開
く
も
の
で
あ
り
、
保
険
料
値
上
げ

と
給
付
切
下
げ
の
悪
循
環
の
も
と
で
、

国
民
の
生
存
権
保
障
と
誰
も
が
安
心
で

き
る
年
金
制
度
確
立
を
求
め
る
運
動
の

重
要
性
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
間
の
運
動
の
前
進
は
、
関
係
団
体
の

粘
り
強
い
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
も
こ
れ
ら
関

係
団
体
と
協
力
し
、
全
国
的
な
運
動
と

な
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

（
九
）
障
害
者
基
本
法

　

十
二
月
七
日
、
幹
事
会
で
障
害
者
基

本
法
改
定
の
現
状
を
報
告
。
民
主
党
案

は
、
①
制
限
し
た
か
た
ち
で
障
害
者
基

本
法
の
定
義
に
「
難
病
」
を
入
れ
る
こ

と
に
な
る
、
②
Ｊ
Ｐ
Ｃ
も
含
め
難
病
団

体
か
ら
全
く
意
見
を
聞
い
て
い
な
い
と

の
問
題
点
を
指
摘
。
討
論
を
通
じ
て
出

さ
れ
た
意
見
も
含
め
、
今
後
、
政
策
部

会
や
日
本
障
害
者
協
議
会
な
ど
障
害
者

団
体
と
の
連
携
の
具
体
化
を
図
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

（
＋
）
全
難
連
と
の
合
併

　

３
・
2
8
全
国
集
会
か
ら
生
ま
れ
た
共

同
行
動
は
、
［
Ｈ
・
1
7
全
国
患
者
・
家

族
集
会
、
］
１
１
・
1
8
難
病
対
策
・
小
慢
対

策
の
将
来
像
を
考
え
る
集
い
」

　

「
２
・

家
族
集
会
、
２
・
1
6
政
党
と
の
意
見
交

換
」
へ
と
着
実
に
回
数
を
重
ね
て
い
ま

す
。
全
難
連
か
ら
は
、
こ
の
共
同
行
動

を
土
台
に
、
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
と
全
難
連
の
合

併
」
を
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
今
後
、

検
討
組
織
を
確
立
し
、
検
討
し
ま
す
。

　

（
十
一
）
組
織
と
事
務
局
体
制
。

　
　
　
　

そ
れ
を
支
え
え
る
財
政

　

（
１
）
組
織
拡
大
は
、
広
島
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
、
千
葉
県
難
病
団
体
連
絡

協
議
会
（
準
加
盟
）
、
熊
本
県
難
病
団

体
連
絡
協
議
会
が
加
盟
し
、
地
難
連
3
3

団
体
、
疾
病
別
全
国
組
織
1
7
団
体
、
合

計
5
0
団
体
（
二
九
〇
、
三
七
二
名
）
に

な
り
ま
し
た
。

　

（
２
）
事
務
局
体
制
は
、
財
政
不
足
か

ら
専
従
体
制
が
と
れ
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
組
織
強
化
に
は
、
専

従
の
事
務
局
体
制
は
欠
か
せ
な
い
存
在

で
す
。

　

（
３
）
事
務
局
の
専
従
体
制
や
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
運
動
を
支
え

る
た
め
に
は
、
今
後
、
分
担
金
の
引
き

上
げ
を
含
め
、
安
定
し
た
財
政
確
立
の

検
討
が
必
要
で
す
。

９2004万言祐佃≫ト
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ＪＰ(Ｃ

二
〇
〇
四
年
度

　
　
　

活
動
方
針

一
、
情
勢
と
課
題

　

私
た
ち
難
病
や
長
期
慢
性
疾
患
患
者

と
家
族
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
今
一
度
、
患

者
会
と
は
何
か
、
患
者
運
動
と
は
何
を

目
的
と
す
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
故
長
宏
さ
ん
と

児
島
美
都
子
さ
ん
は
、
患
者
会
に
は
三

つ
の
役
割
が
あ
る
と
分
析
し
ま
し
た
。

一
つ
は
、
「
病
気
を
科
学
的
に
把
握
し
、

正
し
い
治
療
法
を
患
者
自
ら
身
に
つ
け

よ
う
」
と
い
う
こ
と
。
二
つ
め
は
、
「
同

病
患
者
・
家
族
に
よ
る
励
ま
し
」
。
三

つ
め
は
、
「
療
養
環
境
の
整
備
」

　

「
社

会
の
仕
組
み
や
制
度
の
改
正
・
改
善
・

創
設
に
関
す
る
要
求
・
要
望
活
動
」
で

す
。
日
本
の
患
者
会
が
、
欧
米
諸
国
の

患
者
・
家
族
団
体
と
大
き
く
異
な
る
の

（
要
約
）

は
、
こ
の
三
番
目
の
領
域
活
動
が
重
視

さ
れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
「
当
事
者
」
と
し
て
社
会
に
参
加
し
、

発
言
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
に
責
任
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
患
者

会
も
社
会
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

こ
と
を
認
識
し
、
社
会
資
源
の
一
つ
で

あ
る
と
主
張
し
得
る
と
考
え
ま
す
。
私

た
ち
は
、
こ
の
一
つ
め
、
二
つ
め
の
役

割
と
三
つ
め
の
役
割
を
同
時
に
実
践
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

相
次
ぐ
難
病
対
策
の
後
退
の
中
で
、

国
が
「
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
す
る
と
し
た
こ
と
は
、
わ
が
国

の
医
療
保
険
制
度
に
「
相
談
事
業
」
が

組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
中
で
、
画
期
的

な
意
味
を
持
つ
も
の
で
す
。
又
、
当
事

者
で
あ
る
患
者
・
家
族
団
体
に
よ
る
運

営
委
託
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

将
来
大
き
な
憲
味
を
も
つ
も
の
と
思
わ

４

れ
ま
す
。
こ
の
研
究
会
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
予
想
を
越
え
る
反
響
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
、
必
ず
し
も

充
分
で
は
な
か
っ
た
活
動
に
多
く
の
方

々
が
着
目
し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
患
者
会
活
動
は
、

社
会
の
変
革
、
制
度
要
求
の
活
動
と
も

併
せ
、
こ
の
一
つ
め
、
二
つ
め
の
活
動

を
展
開
し
て
行
く
こ
と
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に

課
せ
ら
れ
た
重
要
な
新
し
い
役
割
で

す
。
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
変
わ
り
ま
す
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
今
一
度
思
い
起
こ
し
、
着

実
に
実
行
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

二
、
要
求
と
実
現
に

　
　
　

向
け
た
活
動

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
よ
う
な
連
合
・
連
帯
組
織

は
、
個
々
の
団
体
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
問
題
を
と
り
あ
げ
て
、
要
望
・
要

求
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
加
盟
し
て
い

る
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
は
当
然
で

す
が
、
連
合
・
連
帯
組
織
と
し
て
把
握

さ
れ
た
問
題
も
と
り
あ
げ
、
統
一
し
た

要
望
・
要
求
と
し
て
共
に
取
り
組
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
大
き

く
他
の
団
体
と
連
帯
し
て
活
動
す
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に

は
数
多
く
の
疾
病
団
体
、
地
域
難
病
連

が
加
盟
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
を

全
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
、
地
域
の
枠

を
越
え
た
課
題
を
集
約
し
、
全
体
の
要

求
・
要
望
と
し
て
、
全
て
の
団
体
が
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

三
、
組
織
活
動
と
行
事
・
事
業

　

日
本
を
代
表
す
る
患
者
・
家
族
団
体

と
し
て
ど
の
よ
う
な
組
織
活
動
を
展
開

す
る
か
、
ま
た
財
政
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

（
一
）
全
難
連
と
の
合
流
・
合
併

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
発
足
の
経
過
、
全
難
連
と
全

国
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
及
び
地
域
難

病
連
交
流
会
の
三
団
体
が
共
同
行
動
と

協
議
を
重
ね
て
発
足
し
た
と
い
う
経
過

か
ら
み
て
も
、
合
併
・
合
流
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
実
現
に
向
け
て

努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
五
年
春
に
結
成
大
会
又
は
、
合

併
の
合
同
総
会
開
催
を
め
ざ
す
方
向
で

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

（
二
）
事
務
局
の
確
立
と
財
政

　
　
　

機
関
紙
及
び
事
務
所
問
題

①
当
面
は
、
臨
時
職
員
の
待
遇
な
が
ら

専
従
職
員
を
配
置
し
ま
す
。

②
財
政
は
、
協
力
会
員
拡
大
と
国
会
請

｡li・IKMQGa2004 － 9㈲８
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願
署
名
募
金
を
、
全
て
の
団
体
の
取
り

組
み
に
し
ま
す
。

③
機
関
紙
の
定
期
発
行
、
間
を
埋
め
る

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
体
制
を
つ
く

り
ま
す
。

④
財
政
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
範
囲

で
、
独
自
事
務
所
開
設
を
検
討
し
ま
す
。

　

（
三
）
常
任
幹
事
会
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

及
び
組
織
形
態
の
検
討

①
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
は
、
地
域
難
病

連
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
地
理
的
な
条

％
刈
り
醐
り
図
い
白
福
剖
耕
回
蜘
ぷ
Ｉ

｛
活
動
方
針
・
予
算
の
討
議
一

回
レ
レ
ド
ト
い
ト
に
に
に
に
ヤ
ド
い
い
ぼ

質
問

　

「
減
免
措
置
基
準
の
徹
底
を

図
る
」
と
の
こ
と
だ
が
。

答
弁

　

厚
生
労
働
省
は
、
二
年
に
一

回
の
監
査
を
通
じ
て
、
「
災
害
だ
け

で
な
く
、
病
気
に
よ
る
所
得
の
著
し

い
変
動
も
含
む
」
と
の
説
明
を
行
う

と
し
て
い
ま
す
。
問
題
は
、
事
業
の

実
施
主
体
の
各
都
道
府
県
が
、
国
の

減
免
基
準
で
や
る
の
か
、
独
自
基
準

で
実
施
す
る
の
か
で
す
。
今
後
も
、

県
難
連
と
協
力
し
、
「
国
基
準
」
の

減
免
措
置
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

件
、
常
任
幹
事
の
選
出
母
体
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
含
め
、
再
編
を
検
討

し
ま
す
。
又
、
疾
病
団
体
も
、
特
定
疾

患
、
長
期
慢
性
疾
患
、
小
児
慢
性
疾
患

な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
役
貝
選
出

を
行
い
ま
す
。
全
難
連
と
の
合
流
や
加

盟
団
体
が
増
え
る
中
で
、
大
き
く
疾
病

別
部
会
、
地
域
難
病
連
部
会
等
に
分
け
、

課
題
の
整
理
と
協
議
の
場
を
設
け
る
方

法
や
課
題
別
の
協
議
の
場
な
ど
、
部
会

方
式
や
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
方
式
（
仮
称
）

意
見

　

小
慢
患
者
の
2
0
歳
以
降
の
三

割
負
担
を
、
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
。

意
見

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
介
護

問
題
が
大
き
い
。
介
護
保
険
は
、
利

用
料
が
払
え
ず
、
使
え
な
い
。
統
合

問
題
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
欲
し

い
。
患
者
の
病
状
に
合
わ
せ
て
不
在

投
票
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

質
問

　

広
島
は
、
難
病
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
が
病
院
委
託
と
な
っ
た
。

全
国
の
状
況
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
意
見

　

二
十
代
の
透
析
患
者

も
、
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
。

質
問

　

就
労
支
援
で
参
考
に
な
る
事

の
組
織
形
態
を
、
合
併
推
進
協
議
で
検

討
を
行
い
ま
す
。

②
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
患
者

・
家
族
交
流
集
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
よ

③
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
を
発
展

さ
せ
ま
し
ょ
う
ｏ

四
、
ま
と
め

　

「
患
者
中
心
の
医
療
を
」
と
叫
ば
れ

る
中
で
、
私
た
ち
の
活
動
と
内
容
、
組

例
が
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。

意
見

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
の
痰
吸
引
研
修
は
、

ビ
デ
オ
の
み
の
研
修
で
不
安
が
あ

る
。

意
見

　

小
児
慢
性
の
有
料
化
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
。
無
料
化
で
頑
張

っ
て
欲
し
い
。

答
弁

　

小
児
慢
性
は
、
確
か
に
有
料

化
が
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
無

料
を
含
め
た
、
軽
減
と
読
み
と
っ
て

欲
し
い
。
痰
の
吸
引
は
、
北
海
道
難

病
連
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
技

講
習
を
行
っ
て
お
り
、
必
要
だ
と
思

う
。
実
技
講
習
の
必
要
性
は
、
国
に

意
見
を
上
げ
た
い
。
就
労
は
、
「
そ

織
再
編
な
ど
非
常
に
変
化
の
大
き
い
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
状
況
を

分
析
し
、
理
解
す
る
た
め
、
方
針
も
例

年
に
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
極
め

て
困
難
な
課
題
や
問
題
も
沢
山
あ
り
ま

す
が
、
力
を
合
わ
せ
、
手
を
繋
い
で
歩

み
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

弘

の
他
の
障
害
」
と
い
う
概
念
が
あ
り
、

手
帳
を
持
た
な
く
て
も
障
害
者
雇
用

の
枠
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
医

療
費
を
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
」
と

の
こ
と
。
「
長
期
療
養
給
付
制
度
」

の
実
現
を
目
指
し
た
い
。
今
後
の
患

者
運
動
で
は
、
「
発
想
の
転
換
を
」

と
考
え
て
い
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
患
者
団

体
が
運
営
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
受
託
は
、
実
情
に

合
わ
せ
て
、
医
療
関
係
者
と
の
連
携

や
規
模
が
大
切
。
居
宅
生
活
支
援
事

業
は
、
も
っ
と
活
用
で
き
る
制
度
で

す
。

６９９
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(単位：円)

2
0
0
3
年
度

一
般
会
計
決
算
報
告

2
0
0
4
年
度

　

一
般
会
計
予
算

自
2
0
0
4
年
４
月
１
日
ｒ
、
’
至
2
0
0
5
年
３
月
3
1
日

ｱ∂０

5F斗　　目　　名 03年度予算 決算額 予算比 備　　　　　考
分　　　担　　　金
機関誌購読料
募　　　　　　　金
協　力　会　費
寄　　　付　　　金
雑　　　収　　　入
事　業　収　入
違　　　算　　　金

4,800.000
　　　　　　0

4.500,000
1,020.000

　600.000
　100.000
　200.000
　　50.000

4.634.200

4.222.150
　694.910
　119.828
　156.167
　904.285
　　50000

　96.5%

　93.8%
　68.1%
　20.0%

156.2%
452.196
100.0%

231｢ｺ

本の売上
事業売上、概要売上

小　　　　　　計 11,270.000 10.781.540 95.7%
繰　　越　　金 345.687 345.687
合　　　　　　計 １１６１５６８７ 11.127.227 95.8%

会　　議　　　費

機関誌発行費
印　　　刷　　　費
旅費行動費

事　　業　　　費

調査研究費

通　　信　　費
人　　件　　費
事　務　所　費
備品消耗品費
協力会員還元支出
事務所設置積立金
雑　　　　　　費
予　　備　　　費

2,900.000
　860,000

1,650.000
　800.000
　730.000
　　40,000
　500,000

1,600,000
　960.000
　350.000
　706.000
　　50.000
　　50.000
　　40 000

3.440,383
　598,272

1.699,100
　369.980
　403.220
　　60.531
　532,381
　695.644
　960.000
　642.530

　　　　　　0

　　　　　　0　　85.750
　　　　　　0

118.6%

　69.6%
103.096

　46.2%

　55.296
151.3%
106.5%

　43.5%

100.0%
183.6%

　　0.0%
　　0.0%

171.5%
　　0.0％

常幹/事務局会議
３回、予定4回
署名簿、地難巡概要

2・15集会　影響調査
本

アルバイト
12×8万
リースネ■+34.000円

生花他　※１

小　　　　　　計 11.236.000 9.487.791 84.496
次　期　繰　越 379.687 1.639.436 431.8%
合　　　　　　計 11.615.687 11,127.227 95.8%

貸借対照表
※1

　

違算金（現金不足) 50,000円を雑費で処理致しました。

2004年３月31日現在

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方
科　　　　　　目 金　　　額 科　　　　　　目 金　　　額

現　　　　　　　　　　金
郵　　使　　振　　替
郵便振替事業部
普　　通　　預　　金

普通預金事業部
定　　期　　預　　金
事務所設置定期預金

組織強化定期預金
仮　　　　払　　　　金
電　話　加　入　権

　177.508
1.969,497

　511.875
　989.684
　　　　201

　　58.166

一　般　会　計　収　支
事務所設置積立金

1,639.436
2,067.495

合　　　　　　　計 3.706.931 3.706.931

(単位：円)

5F斗　　目　　名 03年度予算 03年度決算 04年度予算案 前年度決算比 備　　　考

分　　　担　　　全
募　　　　　　　全

協　力　会　費
寄　　付　　金
雑　　　収　　　入
事　業　収　入

4.800,000
4.500.000
1,020,000

　600,000
　100,000
　200.000

4.634,200
4,222,150

　694.910
　119.828
　156.167
　904.285

5.000,000
4,300.000

　900.000
　400,000
　100.000
　750.000

107.9%
101.8%
129.5%
333.8%

　64.0％
　82.9%

300□
企業ほか

販売事業､概要
小　　　　　　計 11.220.000 10.731.540 11.450.000 106.7%
前　期　繰　越 345.687 345.687 1.639,436
合　　　　　計 11.565.687 11,077.227 13.089.436 118.2%

会　　議　　費

機関誌発行費
印　　　刷　　　費
旅費行動費
事　　　業　　　費
調査研究費

通　　信　　費

人　　件　　　費

事　務　所　費
備品消耗品費
協力会員還元支出

事務所設置積立金
雑　　　　　　費
予　　備　　　費

2.900.000
　860.000

1.650,000
　800,000
　730.000
　　40,000
　500.000

1.600,000

　960.000
　350.000
　706,000
　　50,000
　　50,000
　　40.000

3.440,383
　598.272

1.699,100
　369.980
　403,220
　　60,531
　532.381

　695.644

　960.000
　642.530
　　　　　　0

　　35,750

3.200,000
　850,000

1.200.000

　400,000
1.100,000

　100.000
　600.000

2,000.000

1.380.000
　650.000
　500,000
　500,000
　　50.000
　　50.000

　93.0％
142.1%

　70.6%
108.196
272.8%
165.2%
112.7%

287.5%

143.8%
101.2%

139.9%

常任幹事会×7､他
年4回
署名用紙
前年実績
交流集会､地難巡概要

前年実績

12×125 = 150、
アルバイト

8万十3万
前年実収i

550×900

小　　　　　　計 11.236.000 9.437,791 12.580.000 133.3%
次　期　綾　越 329.687 1.639.436 509.436
合　　　　　　計 11.565.687 11,077,227 13.089.436 118.2%
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言
つ
万
筆
を
目
標
に
取
り
組
も
う

　

昨
年
の
国
会
請
願
は
、
八
十
一
万
の

署
名
を
も
っ
て
、
請
順
行
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
の
集
会
参
加
者
は
、
百

二
十
名
（
内
、
議
員
五
名
、
秘
書
二
十

二
名
）
、
二
百
二
十
三
名
の
議
員
を
訪

問
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
残
念
で
す
が
、

　

「
審
査
未
了
」

　

（
結
論
を
得
る
に
い
た

ら
な
か
っ
た
）
で
し
た
。

　

今
年
は
、
前
年
の
反
省
に
た
っ
て
、

請
願
項
目
は
、
事
前
に
各
党
議
員
と
の

調
整
の
う
え
で
、
次
の
項
目
と
し
ま
す
。

　

〈
請
願
項
目
〉

　

一
、
難
病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
確
立

　

の
た
め
、
難
病
対
策
を
一
層
拡
充
し

　

て
下
さ
い
。

二
、
難
病
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
医

　

療
費
の
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
下
さ

　

い
。

三
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
各
種
制

　

度
の
谷
間
に
置
か
れ
て
い
る
難
病
患

　

者
・
小
児
難
病
・
家
族
の
た
め
の
医

　

療
、
福
祉
、
介
護
、
教
育
、
就
労
、

　

リ
ハ
ビ
リ
、
移
動
等
に
関
す
る
総
合

　

対
策
を
す
す
め
て
下
さ
い
。

四
、
生
涯
に
わ
た
り
医
療
を
必
要
と
し

　

て
い
る
長
期
慢
性
疾
患
患
者
の
社
会

　

的
支
援
を
検
討
し
て
下
さ
い
。

五
、
看
護
師
不
足
を
解
消
し
て
増
員
を

国会請願署名数

　

は
か
り
行
き
届
い
た
安
心
で
き
る
看

　

護
を
保
障
し
て
下
さ
い
。

六
、
薬
害
の
根
絶
と
被
害
者
早
期
救
済

　

制
度
を
拡
充
し
て
下
さ
い
。

　

募
金
に
も
積
極
的
な

　
　
　
　
　

取
り
組
み
を
‐
‥

　

ま
た
、
請
願
署
名
数
も
、
過
去
最
高

の
百
万
筆
を
目
標
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
す
。
各
加
盟
団
体
に
は
、
目
標
達

成
に
向
け
、
会
員
一
人
二
枚
二
枚
十
人

分
）
の
署
名
用
紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
請

願
募
金
は
、
地
域
難
病
連
や
加
盟
団
体
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
財
政
基
盤
を
な
す
も
の
で

す
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
や
患
者
会
の
果
た
す
役
割
、

用
紙
代
や
請
願
行
動
の
交
通
費
等
に
費

用
が
必
要
な
こ
と
を
訴
え
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
計
監
査
報
告

〈
―
〉
監
査
の
実
施

１
．
監
査
は
、
全
国
患
者
・
家
族
団
体

協
議
会
規
約
二
十
一
条
に
基
づ
き
二
〇

〇
三
年
度
（
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
か

ら
三
月
三
一
日
ま
で
）
に
つ
い
て
監
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

２
．
こ
の
監
査
は
決
算
書
、
帳
簿
、
伝

票
、
書
類
等
の
Ｉ
切
に
つ
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

〈
２
〉
監
査
の
憲
見

３
．
監
査
の
結
果
、
全
国
患
者
・
家
族

団
体
協
議
会
の
会
計
処
理
お
よ
び
手
続

き
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認

め
ま
す
。
二
〇
〇
四
年
五
月
六
日

　
　
　

会
計
監
査

　

井
上
尚
直

　

印

　
　
　

会
計
監
査

　

杉
山
辰
夫

　

印

団　　体　　名 前年の署名数

　　北海道難病連

　　青森県難病巡

　　岩手県難病連

　　宮城県難病連

　　秋田県難病連

　　山形県難病連

　　福島県難病連

　　茨城県難病連

　　群馬県難病連

　　千葉県難病違

　　新潟県患協

　　山梨県患協

　　長野県難病巡

　　静岡県難病連

　　岐阜県難病連

　　愛知県難病連

　　滋賀県難病連

　　京都難病連

　　大阪難病連

　　兵庫県難病巡

　　奈良県難病連

　　和歌山県難病巡

　　岡山県難病連

　　広島県難病連

　　香川県難病連

　　愛媛県難病連

　　高知県難病連

　　福岡県難病達

　　佐賀県難病連

　　大分県難病巡

　　宮崎県難病連

　　熊本県難病連

　　鹿児島県難病達

　　ス　　全　　協

　　全　　交　　災

　　心　　臓　　病

　　全　　腎　　協

　　全　　低　　肺

　　全　　療　　協

　　パーキンソン

　　オストミー協会

　　日　患　同　盟

　　日　　肝　　協

　　も　や　の　会

　　日　　喘　　巡

　　全　脊　柱　連

　　ベーチェット

　　全国ID D M

　　多発性硬化症

　　筋　無　力　症

　　そ　　の　　他

　52.430

　　　　0

　10.048

　16,737

　6,420

　10,816

　8.317

　27,812

　28,810

　19,984

　13,325

　　314

　20,112

　4,940

　25.424

　51.731

　13,801

　14,598

　60,133

　27,070

　7,542

　12,832

　8,392

　23.499

　7,182

　14,900

　4,056

　55.779

　　220

　11.323

　9.375

　　　　0

　　811

　　901

　　　60

　7,921

201.304

　　　　0

　　　　0

　4,666

　　　　0

　　　53

　2,620

　3,281

　　　　0

　8,896

　　　　0

　7.569

　2,197

　1,483

　　845

合　　　　　計 810,529

771
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全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

　

第
二
回
研
究
大
会
川
崎
市
で
開
催

　
　
　
　
　

各
県
で
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
の
動
き

　
　
　
　
　

規
模
・
内
容
面
で
患
者
の
希
望
と
は
隔
た
り
も

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
十
五
～
十
七
年

　
　

四
名
の
計
一
三
四
名
で
、
コ
ー
○
名
収

に
か
け
て
全
国
の
都
道
府
県
に
難
病
相

　
　

容
の
会
場
が
狭
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
と
発
表

し
た
こ
と
を
受
け
て
昨
年
六
月
、
北
海

道
難
病
連
を
事
務
局
に
全
国
難
病
セ
ン

タ
ー
研
究
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
の
第
一
回
（
札
幌
）
に
続

き
、
三
月
二
十
七
日
上
一
十
八
日
、
神

奈
川
県
川
崎
市
の
川
崎
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
第
二
回
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
団
体
・
機
関

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
拡
大
・
発
展

の
勢
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
講
師
一
名
、
行
政
関
係
十

一
名
、
地
域
難
病
連
三
十
六
名
、
疾
病

団
体
五
十
三
名
、
医
療
関
係
十
五
名
、

そ
の
他
団
体
・
機
関
十
四
名
、
事
務
局特別講演講師の

遠藤順子さん

　

特
別
講
演
と
し
て
故
遠
藤
周
作
氏
夫

人
の
遠
藤
順
子
さ
ん
に
「
患
者
か
ら
の

さ
ゝ
や
か
な
願
い
」
か
ら
二
〇
年
ト
と

題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

座
長
は
研
究
会
会
長
で
国
立
西
多
賀
病

院
院
長
の
木
村
格
先
生
で
し
た
。
遠
藤

周
作
さ
ん
は
、
一
貫
し
て
患
者
本
位
の

医
療
を
訴
え
、
ご
自
分
の
最
期
の
時
は

無
意
味
な
延
命
治
療
を
や
め
て
、
安
ら

か
に
送
っ
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
病
院
で
人
工
呼
吸
器
を

つ
け
ら
れ
て
、
別
れ
の
挨
拶
も
で
き
ず

に
亡
く
な
っ
た
、
な
ど
現
代
の
医
療
に

対
す
る
問
題
提
起
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
講
演
①
の
座
長
は
研
究
会
副
会

長
で
東
北
大
学
大
学
院
神
経
内
科
学
教

授
の
糸
山
泰
人
先
生
で
し
た
。
研
究
会

世
話
人
で
日
本
医
師
会
常
任
理
事
の
滓

倫
太
郎
先
生
に
「
難
病
対
策
の
現
状
と

課
題
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
先
端
の
医
療
や
、
難
病
対
策
に

８

お
け
る
日
本
医
師
会
の
働
き
、
地
域
医

療
と
の
連
携
が
重
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
講
演
②
で
は
座
長
を
国
立
療
養

所
札
幌
南
病
院
副
院
長
の
島
功
二
先
生

に
お
願
い
し
、
講
師
は
研
究
会
運
営
委

貝
で
群
馬
大
学
医
学
部
保
健
学
科
教
授

の
牛
込
三
和
子
先
生
に
「
難
病
相
談
に

寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
特
性
と
支
援
の
あ

り
方
」
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
発
表
と
し
て
、
難
病
の
こ
ど
も

支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
が
ん
の
子

供
を
守
る
会
、
Ｈ
Ａ
Ｍ
患
者
会
、
静
岡

県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
、
京
都
難
病

団
体
連
絡
協
議
会
、
兵
庫
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
、
愛
媛
県
難
病
医
療
連
絡

協
議
会
、
沖
縄
県
難
病
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
か
ら
、
相

談
事
業
や
患
者
会
の
課
題
、
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
た
各
地
の

取
り
組
み
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
、
発
表
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ど
れ
を
と
っ
て
も
充
実
し
た
内
容
で
、

よ
り
良
い
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
を
模
索
し
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う

立
場
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
目

夜
の
交
流
会
で
は
、
各
地
の
難
病
連
や

患
者
会
、
行
政
、
医
療
関
係
者
等
が
大

全国難病センター研究会

　

第3回研究大会

日時:2004 (平成16）年10月23日（土）～24日（日）

会場：神戸商工会議所会館

　　　

神戸市中央区港島中町６丁目１

問い合わせ・申し込みは事務局へ

　　　

（財）北海道難病連

　　　

札幌市中央区南４条西10丁目

　

電話:011-512-3233

　

F A X : 011-512-4807

　

※ホームページにも詳細を掲載しています。

　　

http /ｗｗｗ.do“nanren.jp/

2004 － 9 ・||･･参の1●翻7０２

勢
参
加
し
て
情
報
交
換
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
動
き
は
地
域
格
差
が
大
き
く
、

行
政
主
導
で
患
者
会
の
参
加
が
な
い
地

域
や
、
規
模
や
内
容
面
で
患
者
の
希
望

と
隔
た
り
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

研
究
大
会
の
詳
細
は
報
告
集
（
一
、

二
〇
〇
円
）
を
ご
覧
下
さ
い
。
（
お
申

し
込
み
は
電
話
：
○
一
一
－
五
一
二
－

三
二
三
三
ま
で
）

　

（
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
事
務
局

　

北
海
道
難
病
連

　

豊
島
記
）
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衆
議
院
決
算
委
員
会
（
第
三
分
科
会
）
で

難
病
関
係
の
質
議
を
要
請

　
　
　
　
　
　

－
福
島
県
難
病
連
報
告
－

　

今
年
五
月
の
衆
議
院
決
算
委
貝
会
に

お
い
て
福
島
県
選
出
の
衆
議
院
議
員

　

（
比
例
東
北
）
が
次
の
よ
う
な
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
福
島
県
難
病
連

の
要
請
を
受
け
て
質
問
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

こ
れ
は
当
該
議
員
か
ら
福
島
県
難
病

連
に
質
問
事
項
の
要
請
が
あ
り
、
そ
れ

に
応
え
て
、
難
病
連
と
し
て
は
難
病
対

策
関
連
２
項
目
、
臓
器
移
植
に
関
し
て

２
項
目
の
質
疑
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
難
病
対
策
に
つ
い
て
は
第

一
番
目
と
し
て
「
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
へ
の
予
算
拡
充
と
事
業
継

続
の
確
認
に
つ
い
て
」
を
要
請
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
算
が

今
後
運
営
費
・
人
件
費
な
ど
が
継
続
し

て
厚
生
労
働
省
の
予
算
継
続
で
き
る
よ

う
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。
そ
の
回
答
の
中
で
坂
口
力

厚
生
労
働
大
臣
は
「
こ
の
支
援
セ
ン
タ

１
は
つ
く
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
十

分
に
機
能
し
な
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
機
能
を
ど
う

さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
か

ら
真
剣
に
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
難
病
と
一
口
に
言
い
ま
し
て
も

た
く
さ
ん
な
種
類
が
あ
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
皆
さ
ん
方
の
問
題
、

あ
る
い
は
中
に
は
難
病
に
ま
で
至
っ
て

い
な
い
け
れ
ど
も
こ
の
ま
ま
い
け
ば
難

病
の
中
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
、
あ
る

い
は
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
皆
さ
ん
方
も
お
み
え
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
少
し
範
囲
を
広
げ
な
が

ら
こ
の
皆
さ
ん
方
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
ご
家
族
を
も
含
め
て
対
応

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
難
病
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
が
特
定
疾
患
の
み
に
限
ら

ず
広
く
患
者
や
家
族
ま
で
範
囲
を
広
げ

1･9 1

て
対
応
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

第
２
番
目
の
要
請
と
し
て
は
「
難
病

患
者
等
の
居
宅
支
援
事
業
を
よ
り
利
用

し
や
す
い
制
度
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
要
請
で
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
田
中
政
府
参
考
人
は
「
確
か
に
こ

の
予
算
は
十
分
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
理
由
と
し
て
ほ
か
の
既
存
の

制
度
を
充
隙
問
題
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
こ
の
事
業
は
比
較
的
歴
史

の
浅
い
事
業
な
の
で
十
分
理
解
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
と
し
ま
し
て
は
事
業

実
施
主
体
で
あ
り
ま
す
市
町
村
あ
る
い

は
難
病
患
者
さ
ん
に
対
し
て
こ
の
事
業

の
積
極
的
な
周
知
が
大
変
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
難
病
情

報
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
保
健
所
の
活
用

な
ど
、
十
分
な
情
報
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
や
は
り

障
害
者
支
援
費
制
度
や
介
護
保
険
の
対

象
に
な
ら
な
い
患
者
の
居
宅
生
活
を
支

援
す
る
制
度
で
、
対
象
を
限
定
し
て
い

る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
利
用
制
限
の
問
題

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
そ
う
い
う
制
度
の
隙
間
の
患
者
に
と

つ
て
は
非
常
に
有
益
な
制
度
で
あ
り
、

　

心

制
度
の
利
用
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

　

ア
Ｌ

更
な
る
制
度
の
拡
充
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
が
確
信
さ
れ
ま
す
。
各
県
組
織

で
も
こ
の
制
度
の
利
用
推
進
を
行
政
や

患
者
に
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

臓
器
移
植
関
係
に
つ
い
て
は
字
数
の

関
係
上
割
愛
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
平
成
1
6
年
８
月
2
4
日
）

ＪＰｃ協力会員募集
あなたも､ＪＰＣ活動を支える協力会員になってください。

機関紙「ＪＰＣの仲間」をお届けします。

　

【会費】年間一口3000円（何ロでも可）

　

【申込み・お問合先】

各加盟団体またはＪＰＣ事務局(Tel 03-5940-0182)

郵便振込でお願いします。001 50- 5 -90655/JP Ｃ事業部

。闘りSの11闇2004 － 9
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高野熊野地方が世界遺産に登録されたこともあ

　　

．

り、今最も注目されている和歌山での記念すべき交

　

j）

流集会に全国から仲間をお迎えできることを心から

楽しみにしています。会場は、古くは万葉集にも読

まれた美しく穏やかな和歌浦の海に浮かぶ和歌山マ

リーナシティー「わかやま館」で開催します。そし

てこの集会が心に残る記念の大会となるよう、和歌

山県難病連が一丸となって準備を進めています。

　

どうかこぞってご参加くださいますよう心をこめ

てご案内申し上げます。

１

日

　

時

２。会

　

場

2004年11月20日（土）

～21日（日）

和歌山マリーナシティー
／

（和歌山市毛見〈地図上〉）

ロ イ ヤ ル パ イ ン ズ ホ

ー ㎜ ■ 四 I ■ i ㎜ I ■ ■ ■ ･ I ■ ■ ■ ■ ■ ■ ¶ I ■ ■ ■ ■ I ■ I ■ ･ I ■ I ¶ ■

,･ｙ

匈

R2|)

II"

鶏はｸﾞｃ

３。費

　

用

　

（一泊朝食、懇親会費、体験数珠作り実費含む）

　

▼スタンダードダブル

　

１室２名利用

　

15000円→Ａコース

　

▼バルコニー

　

ダブル

　

１室２名利用

　

18000円→Ｂコース

　

▼スタンダードツイン

　

１室２名利用

　

16000円→Ｃコース

　

▼バルコニー

　

ツイン

　

１室３名利用

　

17000円→Ｄコース（基本コース）

　

▼シングル（利用ホテル：紀三井寺「はやし」）

　

13500円→Ｅコース

　

▼宿泊なし（懇親会費、体験数珠作り実費含）

　

7500円→参コース

　

（注）二日目の体験数珠作りを希望されない方（分科会②・③に参加希望者）は

　　　　

2500円差し引いた金額が費用になります。

４。内

　

容

　

▼【11月20日】 記念講演「受け止め、気づき、立ち上がる支援のために」

講師

　

大阪体育大学講師

　

山本耕平氏

団体発表（３題）

懇親会（レストラン

　

ゴンドワナ）

▼【11月21日】分科会①世界遺産登録記念体験数珠作り（事前申込必要）

　　　　　　　

分科会②「難病相談支援センターと患者運動」（仮題）

　　　　　　　

分科会③「三位一体改革について」（仮題）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

和歌山県難病団体連絡協議会

7∂４ 2004 － 9　。11●０の11間

10
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病
気
療
養
児
に

　
　
　

教
育
⑩
保
障
を

加
納

　

正
雄

　
　
　
　
　

（
京
都
難
病
連
元
事
務
局
長
）

　

私
の
息
子
は
1
9
6
8
年
２
月
小
学

校
入
学
を
目
前
に
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
を
発
病

し
て
緊
急
入
院
し
ま
し
た
。
約
半
年
間

の
入
院
治
療
を
終
え
９
月
か
ら
登
校
し

出
し
ま
し
た
が
再
発
の
繰
返
し
で
、
登

校
で
き
た
の
は
ほ
ん
の
僅
か
で
し
た
。

２
学
期
も
終
わ
り
に
近
い
或
る
目
、
病

気
の
子
ど
も
が
療
養
し
な
が
ら
勉
強
も

で
き
る
施
設
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
３

年
生
修
了
ま
で
の
２
年
余
を
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
何
回
か
入
院
し
ま
し

た
が
、
療
養
を
続
け
な
が
ら
高
校
・
大

学
を
卒
業
し
、
社
会
人
と
し
て
巣
立
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
入
院
し
て
い
た
病
院
に
は

院
内
学
級
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
僅

か
な
面
会
時
間
の
中
で
お
母
さ
ん
達
に

　

「
学
校
の
先
生
に
指
導
に
来
て
も
ら
え

る
よ
う
お
願
い
し
よ
う
」
と
話
し
掛
け

ま
し
た
が
実
現
に
至
ら
ず
、
以
来
「
院

内
学
級
の
設
置
」
を
生
涯
の
テ
ー
マ
に

し
て
い
ま
す
。
入
院
治
療
費
負
担
も
大

変
で
し
た
。
子
ど
も
の
治
療
と
将
来
に

悩
み
と
不
安
を
抱
え
る
お
母
さ
ん
達
に

接
す
る
中
で
「
守
る
会
」
を
結
成
し
「
治

○
療
費
の
公
費
負
担
を
」
「
病
気
の
子
ど

　

Ｉ

も
の
教
育
保
障
を
」
と
連
動
し
ま
し
た
。

　

息
子
が
桃
陽
学
園
で
の
療
養
生
活
を

送
っ
て
い
た
或
る
日
、
右
京
病
院
の
腎

臓
病
患
者
さ
ん
が
患
者
会
を
結
成
さ
れ

た
こ
と
を
知
り
入
会
し
ま
し
た
。
勝
山

会
長
、
南
病
院
の
前
田
氏
、
第
一
日
赤

の
芦
田
氏
ら
が
集
ま
り
、
7
1
年
９
月
京

都
腎
臓
病
患
者
協
議
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
結
成
大
会
に
は
、
退
院
し
て
い

た
息
子
と
妻
も
出
席
し
ま
し
た
。
7
4
年

８
月
、
京
都
難
病
連
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
準
備
の
段
階
か
ら
加
わ

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
本
当
に
幸
せ

で
し
た
。

　

7
6
年
７
月
、
地
域
難
病
連
第
３
回
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
ご
只
搦
ア
ピ
ー
ル
”

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
「
ゆ
た
か
な
医

療
と
福
祉
を
め
ざ
す
全
国
患
者
・
家
族

集
会
」
が
7
8
年
４
月
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
７
７
３
人
（
京
都
か
ら
は
1
9

人
）
の
参
加
で
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
全
国
的
な
患
者
・
家
族
団
体
の
結

集
を
求
め
る
熱
い
想
い
が
集
ま
り
、
8
6

年
６
月
、
日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議

会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

準
備
段
階
で
は
前
田
さ
ん
ら
と
議
論
を

た
た
か
わ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
　

「
患
者
（
児
）

　

・
家
族
が
、
今
切
実

に
求
め
て
い
る
願
い
に
応
え
る
こ
と
」

が
、
私
に
課
し
て
き
た
患
者
会
活
動
の

基
本
理
念
で
す
。
会
貝
を
大
切
す
る
こ

と
は
当
然
だ
が
、
す
べ
て
の
患
者
・
家

族
を
念
頭
に
入
れ
た
活
動
を
、
に
も
留

意
し
て
き
ま
し
た
。
患
者
会
活
動
と
り

わ
け
連
合
組
織
の
活
動
に
関
わ
る
中

で
、
様
々
な
年
齢
の
方
、
社
会
的
経
験

も
い
ろ
い
ろ
な
方
の
集
ま
り
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
難
し
さ
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

ｱθぶ｡li●ｅの1串問2004 － 9
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障
害
者
基
本
法
（
予
防
）
に

　
　

難
病
等
の
調
査
・
研
究
が
明
記

　

障
害
者
基
本
法
が
改
定
さ
れ
、
第
三

章
、
障
害
の
予
防
に
関
す
る
基
本
的
施

策
、
第
二
十
三
条
三
項
に
「
国
及
び
地

方
公
共
団
体
は
、
障
害
の
原
因
と
な
る

難
病
等
の
予
防
及
び
治
療
が
困
難
で
あ

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
障
害
の
原
因
と

な
る
難
病
等
の
調
査
及
び
研
究
を
推
進

す
る
と
も
に
、
難
病
等
に
起
因
す
る
障

害
が
あ
る
た
め
継
続
的
に
日
常
生
活
又

は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

「
障
害
年
金
改
正
を

　
　

す
す
め
る
会
」
に
入
会

　

第
9
8
回
常
任
幹
事
会
（
７
月
1
0
日
）

は
、
各
団
体
の
無
年
金
障
害
者
の
問
題

を
重
視
し
、
こ
の
運
動
を
進
め
て
い
る

　

「
障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
」
に

入
会
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。
常
任
幹

4
1
　
会
で
は
栗
原
副
代
表
幹
事
が
担
当
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

無
年
金
障
害
者
問
題
は
秋
の
臨
時
国

者
に
対
す
る
施
策
を
き
め
細
か
く
推
進

　
　

会
に
与
党
案
と
民
主
党
案
が
出
さ
れ
国

2004年度役員名簿

＠
会
の
中
で
も
審
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で

進
ん
で
い
ま
す
。
障
害
年
金
改
正
を
す

す
め
る
会
で
は
、
超
党
派
で
出
来
て
い

る
「
無
年
金
障
害
者
問
題
を
考
え
る
議

員
連
盟
」
の
方
針
を
支
持
し
、
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
障
害
年
金
改

正
を
す
す
め
る
会
は
、
９
月
2
3
日
に
総

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
」
の

編
集
は
、
初
め
て
で
あ
る
。

掲
載
内
容
を
決
め
、
原
稿

依
頼
、
割
り
付
け
と
筒
単

に
思
わ
れ
る
が
、
総
会
報

告
、
活
動
報
告
、
方
針
な

ど
半
分
は
、
自
分
で
原
稿
を
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ん
と
か
、
九
月
中

に
は
発
行
を
と
考
え
、
残
業
や
休
日
出

荷
も
し
た
。
あ
と
の
半
分
の
紙
而
を
埋

め
る
た
め
ご
協
力
を
頂
い
た
北
海
度
難

病
遠
の
豊
島
さ
ん
、
福
島
県
僻
連
の
岡

部
さ
ん
、
和
歌
山
県
難
連
の
森
田
さ
ん
、

京
都
難
病
連
の
加
納
さ
ん
、
全
腎
協
の

栗
原
さ
ん
、
校
正
を
担
当
し
た
常
任
幹

事
の
浦
徳
さ
ん
に
は
、
深
く
感
謝
を
申

し
あ
げ
た
い
。
沢
山
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間

の
支
え
が
あ
っ
て
、
こ
の
会
報
は
作
成

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

（
坂
本
）

役　　　名 氏　　　ﾀ1 所　属　団　休

代表幹事 伊藤たてお 北海道難病巡

副代表幹事 濤　　米三

栗原　紘隆

大阪難病巡
全　　腎　　協

事務局長 坂本　秀夫 多発性硬化症

常任幹事 山崎　洋一

有坂　　登
野原　正平

土倉　　匡

竹内　隆夫

辻川　寿之

斉藤　幸枝

清徳　保雄

岩永　幸三

秋田県難病巡

長野県難病巡

静岡県難病連

岡山県難病連

福岡県難病巡

全　　交　　災

心　　臓　　病

パーキンソン

全国I D D M

幹　　事 小田　　隆

宮本　国敏

千葉　健一

鈴木　久雄

高橋　　昇

川越　隼雄

岡部　　茂

渡辺千代子

大洋富美代

望月　重夫

鈴木　　孝

新津　　淳

岳沢　　桂

佐塚　紀昭

安藤　晴美

丹羽　浩介

大島　晃司

甲斐　里美
ｍ口　信助

西目　英二

小橋　重徳

森田　良恒

脇本　　晃

圖馬　重充

森洋　繁雄

菅　　裕子

山岡　章子

橋本　　誠

三原　睦子

右田　明美

原田　恒夫

中山　泰男

清藤美恵子
辻川　節子

川添　　務

福岡　靖人
中村　和子

大泉　　廣

神　美知宏

河野　　都

佐藤　五郎

小林　義雄

西村慎太郎

脇田　和美

西村　　昭

青沼　三郎

浅野　　晃

井上　龍夫

土屋　仁司

横尾　　宏

北海道難病連

青森県難病巡

岩手県難病巡

宮城県難病巡

秋田県難病巡

山形県難病巡

福島県難病巡
茨城県難病巡

群馬県難病巡

千葉県難病巡

新潟県患協
山梨県患協

長野県難病巡
静岡県難病巡

岐阜県難病連
愛知県難病連

滋賀県難病連
京都難病巡

大阪難病巡

兵庫県難病巡

奈良県難病連

和歌山県鄭病連

岡山難病巡

広島県難病巡

香川県難病巡

愛媛県難病巡

高知県難病連

福岡県難病巡

佐賀県難病連

大分県難病連

宮崎県肺病連

熊本県難病巡

鹿児島難病巡

ス　　全　　協

全　　交　　災

心　　臓　　病
全　　腎　　協

全　　低　　肺

全　　療　　協

パーキンソン

オストミー協会

日　患　同　盟

日　　肝　　協

も　や　の　会

日　　喘　　連

全　脊　柱　述

ベーチェット

全国I D D M
多発性硬化症

筋　無　力　症

会計監査 杉山　辰夫

金子　　智

静岡県難病追

全　　腎　　協

一
九
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六
年
二
月
二
十
五
日
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